
の
蓋
然
庄
は
高
い）

。
子
供
事
訴
訟
法（
逮
捕・
捜
索） 、

隅
追
い
込
み 、
そ
の
追
い
込
で
あ
る 。
加
え
て 、
遥
常
よ

2
0
1
6
年
児
硼
法
改
正
た
ス
ー

バ
ー

バ
イ
ザ
ー

と
の

と
保
護
者
が
S
O
S
を
発
し

警
職
法
（
立
入
櫂
等）
及
び
み
は
子
供
の
安
全
安
心
を
奪
り
短
期
か
つ
定
期
的
な
メ
ン
の
目
玉
に
支
接
拠
点
設
置
が

受
理
会
識
等
や
同
行
に
よ
る

に
く
く 、
扉
を
閉
ざ
す
こ
と

警
察
法
を
振
拠
と
し
て
も
頼
う
こ
と
に
な
る 。

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
受
診
の
義
あ
る 。
児
相
の
み
な
ら
ず
市
支
接・
介
入
を
繰
り
返
す
こ

に
な
る
制
度
設
計
は
避
け
ね
制
的
に
子
の
安
全
確
認
が
で

以
上
か
ら 、
遥
温
＃〖
有
後
務
付
け
も
必
要
で
あ
ろ
う 。

区
町
村
を
虐
待
対
応
の
専
門
と
で
事
案
の
見
立
て
を
学
び

目
黒
区
虐
待
死
事
件
の
解
ば
な
ら
な
い 。

き
る
も
の
で
は
な
い 。
厳
格
の
役
割
分
担
と
組
織
間
の
橋

2

要
対
協
調
整
機
醐
専
性
を
有
す
る
司
令
塔
と
す
る

合
え
る
珊
塊
（
チ
ー

ム）
で

醤
と
し
て 、
塾
察・
児
相

第
二
に 、
現
行
法
の
活
用
な
実
体・
手
続
要
件
を
糠
み
漉
し
の
具
体
論
の
詰
め“
が

門
職
配
饂
の
迅
速
化
と
棚
限
位
置
付
け
で
あ
る 。
市
区
町
個
人
能
力
を
向
上
さ
せ 、
チ

間
全
件
共
有
論
が
主
張
さ
れ
と
限
界
に
言
及
が
な
い 。
児
上
げ
て
き
た
刑
事
（
行
政）

重
要
な
の
で
あ
る 。
そ
れ
は

付
与・
義
務
化

村
が
地
域
資
源
（
学
校
や
保
ー

ム
カ
を
蓄
糠
さ
せ
て
い

る 。
し
か
し 、
こ
の
見
解
は

童
虐
待
防
止
法
は 、
出
頭
要
判
例
分
野
の
限
界
基
準
を
晦
法
と
権
限
に
哀
付
け
ら
れ
た

専
門
的
知
見
を
有
す
る
司

育
回 、
里
親・
施
設 、
地
域
＜ 。
こ
う
し
た
体
制
作
り
が

欝・
実

欝

詈
か
ら
問
求 、
立

論
査（
罰
則
あ
り） 、

視
す
べ
き
で
な
い 。

も
の
で
あ
る

藤
が
あ
る 。

4

遥
が
迅
速
に
歯
邸
窟
さ
の
N
P
o ‘
保
健
所 、
児
相 、

魏涵
で
あ
り 、
そ
の
蓄
稗
維

題
が
多
い 。
以
下 、
主
に
3

再
出
頭
要
求 、
臨
検・
捜
索
の

第
三
に 、

相談・
ケ
ー

ス
有
効
性
の
検
証
の
な
い 、
黄
の
役
制
分
担
を
指
示
で
き
る

警
察
等）
を
「
面」
で
つ
な
持
を
制
度
と
し
て
保
障
し
て

覇
べ
る 。

制
度
を
既
に
定
め
て
い
る 。
ワ
ー

ク
等
児
童
福
祉
の
専
門
任
所
在
が
あ
い
ま
い
と
な
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は 、
児
ぎ 、
切
れ
目
な
い
支
援
を
継
い
か
ね
ば
な
ら
な
い 。

■
都
の
虐
待
防
止

第一
に 、
児
童
幅
祉
法
等

①
こ
れ
は
獅
め
て
頭
制
度
性
に
言
及
が
な
い 。
児
童
幅
全
件
共
有
論
に
は
反
対
だ 。

硼
法
25
条
の
3
の
改
正
が
必
続
す
る
こ
と
で 、
児
相
は
よ

条
例
に
つ
い
て

と
刑
事
訴
訟
法
等
と
の
基
本
の
高
い
実
力
行
使
を
伴
う
祉
の
専
門
性
は 、
監
視・
注

要
で
あ
る 。「（
要
対
協
が）
り
困
難
事
案
に
労
力
を
注

■
虐
待
死
を
防
ぐ

雙「心
の
相
達
を
看
過
し
て
い

「
行
政
調
査」
手
法
で
あ
る 。

意
喚
起
で
は
な
い 。
要
対
協

…
関
係
機
関
等
に
対
し 、

ぎ 、
真
の
忠
味
で
の
市
区
町

4
つ
の
提
言

る 。
児垣
据
はgg皿
著
を
逮
こ
の
制
度
の
よ
り
実
効
的
な
機
関
を
フ
ル
活
用
し
て
多
層

（
資
料・
情
報
提
供・
意
見
開
村
支
接
も
な
し
得
る
こ
と
に

以
上 、
国
の
施
策
展
開
と

捕
し 、
処
罰
す
る
た
め
の
法
活
用
こ
そ
が

な
る 。
拠
点
並
行
し
て 、
都
の
虐
待
防
止

律
CD

観

孟・
保
護

"15

虐
待
死
を
防
ぐ
の
は
警
察
介
人
か
[

93

且
＂
託"[

者
の
S
O
S
で
あ
り 、
支
援
・

16
年
の
臨

体）
設
回
に
ん
で
ほ
し
い 。
そ
う
す
る
こ

・
介
入
の
端
緒
で
あ
る 。
そ

検・
捜
索
は

‘
‘，

古
E
]
江
R
i

凹
↓

止
狙
畑
h-―
II

S

は 、
国・
都
と
で 、
今
後
の
更
な
る
個
々

れ
ゆ
え 、
虐
待
か
否
か
の
線
1

件）
。

道
府
県
に
よ
具
体
の
虐
待
防
止
施
策
展
開

引
き
が
重
要
な
の
で
は
な

②
現
在
定

日
本
大
学
危
機
管
理
学
部
准
教
授（
行
政
法

・

地
方
自
治
法）

鈴
t

太
ギ
究
洋�

ゑ
財
政
そ
の
が
進
む
も
の
と
考
え
る 。

＜ 、「
お
そ
れ」
を
含
ん
で
広
め
ら
れ
て
い

他
支
援
の
弾

命
を
守
る
と
は 、
身
体
だ

く
カ
バ
ー

す
る
の
で
あ
る 。
る
「
警
察
と
の
情
報
共
有
等
的
継
続
的
な
支
援
介
入
を
し

1

相
談
対
応
件
数
の
上
陳
等）
を
求
め
る
こ
と
が
で
化
に
よ
る
「
面」
支
援
の
加
け
で
な
く「
心」
を
守
る
こ
と

富
待
対
応
は 、
警
察
介
の
徹
底
と
の
適
知」
や「
児
童
続
け
る
も
の
で
あ
る 。

限
の
設
置
（
ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
き
る」
と
の
規
定
を「
し
な
け

速
化
が
必
要
で
あ
る 。

で
も
あ
る 。
従
わ
な
い
保
護

入
を
メ
イ
ン
ロ
ー
ド
と
す
べ

相
談
所
連
雲
掴
針」
の
法
浬
用

①
警
察
と
の
関
係
暖
先
で
ー

の
頭
制
設
四
と
メ
ン
タ
ル

れ
ば
な
ら
な
い」
と
義
務
規

4

現
行
制
度
を
使
い
こ

者
に
力
で
介
入
し
て
救
っ

た

き
で
は
な
い 。
確
か
に一
瞬 、

を
否
定
す
る
理
由
が
不
明
で
は
な
く 、
要
保
護
児
童
対
策
ヘ
ル
ス
ケ
ア）

定
と
し 、
か
つ 、
関
係
機
関
等
な
す
ケ
ー

ス
ワ
ー

カ
ー

の
能
と
思
っ

た
命
の
プ
ラ
ス
マ
イ

そ
の
場
で
命
が
救
わ
れ
た
よ
あ
る
(
1
1
0
番
遥
報
を
受
地
域
協
議
会
（
要
対
協）
全

児
童
福
祉
司
が
丁
寧
な
ケ
の
拡
大
も
必
要
で
あ
る 。
更
力
向
上
と
専
門
ア
ド

バ
イ
ザ
ナ
ス
は
当
該
子
供
ご
と
に
全

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
け
た
警
察
が
個
別
に
児
相
等
体
の
憐
報
共
有
基
準
確
定
が
ー

ス
ワ
ー

ク
を
行
う
に
は 、

に
依
頼
さ
れ
た
機
関
が
個
人
ー

が
い
る
日
常

く
異
な
っ

た
相
貌
を
後
に
表

（
体
罰
効
果
と
類
似）

。
し
か
ら
家
庭
状
況
を
確
認
し
て

先
決
で
あ
る 。
二
者
間
の
部
そ
れ
が
で
き
る
上
限
件
数
を
情
報
提
供
を
ち
ゅ
う
ち
ょ

す

専
門
的
知
見
や
人
生
に
関
す 。「
子
供
の
心
を
破
域
し
な

か
し 、
介
入
後
の
日
常
生
活
介
入
す
れ
ば
よ
い
だ
け
で
あ
分
最
適
は
な
く 、
か
え
っ

て
定
め
る
必
要
が
あ
る 。
1
0
る
こ
と
が
な
い
よ
う
提
出
義
す
る
深
い
洞
察
（
経
験）
が
い
介
入」
手
法・
多
面
多
届
的

の
中
で 、
一
届
命
の
能
映
に
る
〈
通
知・
指
針
同
旨〉
） 。

全
体
の
調
整
コ
ス
ト

が
増
大
0
件
以
上
の
ケ
ー

ス
対
応
は
務
規
定
を
設
け
る
こ
と
で 、

不
可
欠
で
あ
る 。
①
新
卒
配
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る 。

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
せ

③
全
件
共
有
に
よ
り
警
察
す
る
危
険
を
生
み
だ
す 。

不
可
能
を
弾
い
て
い
る 。
例
見
取
り
図
が
詳
細
と
な
り 、

臨
は
原
則
行
わ
な
い
②
司
法

目
の
前
の 、
そ
し
て 、
い

ね
ば
な
ら
な
い
（
香
川
県
睾
独
自
の
介
入
が
増
え
れ
ば
児

②
ケ
ー

ス
ワ
ー

ク
は 、
支
え
ば 、
複
数
担
当
制
を
前
提
介
入
の
迅
速
化
に
つ
な
が
る 。

修
習
制
度
等
が
参
考
に
な
る
ま
だ
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
で
き
て

の
介
入
手
法
の
検
証
は
不
可
相
負
担
が
減
る
と
の
主
張
も
披
と
介
入
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ

ク
に
30
件
以
上
の
ケ
ー

ス
割
り

3

市
区
町
村
子
ど
も
家
が 、
専
門
能
力
認
定
後
の
配
い
な
い
子
供
の
命
が
か
か
っ

避 。
目
黒
で
の
嘗
察
介
入
が
な
さ
れ
る 。
し
か
し 、
例
え
ス
で
あ
り 、
過
度
に
介
入
に
当
て
と
な
る
場
合
に
は
華
制
庭
総
合
支
援
拠
点
の
迅
速
設
置
③
常
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
て
い
る 。
そ
し
て
そ
の
命
は

あ
っ

て
も
虐
待
死
の
日
時
が
ば
保
護
者
に
よ
る
子
の
面
会
傾
い
た
ケ
ー

ス
ワ
ー

ク
は 、

的
な
ワ
ー

カ
ー

増
員
配
置
の

腐
と
補
助
拡
大
ー

市
区
町
村
弁
護
士 、
臨
床
心
理
士 、
精
私
た
ち
大
人
が
救
え
る
も
の

少
し
後
ろ
に
ず
れ
た
だ
け
と

拒
否
事
情
の
み
で 、
現
行
刑
中
長
期
的
に
は
保
護
者
を一

義
粉
付
け
を
法
定
化
す
べ
き
中
心
主
義
へ

神
科
医・
小
児
科
医
と
い
っ

で
あ
る 。

■
児
相・
警
察
間
の

情
報
全
件
共
有
論

へ
の
危
惧
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